
虎ノ門ニュース（2020年7月2日）
中国の香港国家安全法は日本人にも適用

7月2日に放送された虎ノ門ニュースで評論家の石平氏が中国が施行した

香港国家安全法は日本に居る日本人も危ないものであると警鐘を鳴らした。
石氏は香港国家安全法について『これからの香港は香港政府の上に中国警

察となる。そして国家安全法は拡大解釈出来るので自由自在に逮捕・中国本
土へ引渡し・公開裁判をしない・殺すなど中国共産党がやりたい放題出来る
ようになるのが香港国家安全法』と解説。
そして『香港国家安全法 第38条に【香港住民の身分を持たない人が香港

以外で国家安全法違反した場合は本法律の適用がある】と書いてあるように
外国人も対象。なので中国批判をしてる我々が香港や中国に行くと逮捕され
る恐れがある』と日本人も逮捕される恐れがあると警鐘を鳴らした。
またジャーナリストの有本香氏は『今、日本で中国警察に捕まることはない
が、それは日本に国力があるから。国力を維持し、尖閣のように線を越えて
入ってきたら押し返さないといけない」と国力の重要性を説いた。

端島(軍艦島)に強制労働はない

令和2年
7月3日(金)

発行者
ＤＡＰＰＩ

第137号

2020年7月1日（ＤＨＣテレビ虎ノ門ニュース）

横田拓也さんの『マスコミもイデオロギー関係なく拉致問題を我がことのよう取上げて』を無視し、
拉致被害者 曽我ひとみさんの『問題を風化させないためにも一人一人の声が必要』と言葉や

横田哲也さんの『マスコミは40年何もしなかった』というマスコミ批判の声や
「何でも『アベガー』と言って総理を批判対象にするのは違う」という言葉を報じないマスコミ
拉致問題を蔑ろにするマスコミの姿勢こそが拉致問題解決に繋がらない大きな要因では？
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